
 

令和２年度第１回みえスタディ・チェックの結果（中学校国語） 

１ 第１学年 

（１）平均正答率，平均無解答率及び領域別平均正答率 

平均正答率 
（平均正答数） 

平均 
無解答率 

領域別平均正答率 

話す・聞く 書く 読む 言語文化等 

64.5% 
(14 問中 9.0 問) 3.70% 73.5% 56.8% 79.2% 63.9% 

 
（２）正答数別分布グラフ（横軸：正答数，縦軸：生徒数） 

 
（３）各問題の正答率・無解答率 ※網掛けは，正答率が過去より 5 ポイント以上低い問題です。 

問題番号 問題概要 
問題 
形式 

令和２年度（今回） 過去の同一問題 

正答率 無解答率 正答率 無解答率 

１ 

一（１） 「快晴」の読み 短答 88.8% 2.3% 79.7% 4.4% 

一（２） 「車窓」の読み 短答 56.2% 5.7% 68.0% 6.0% 

二（１） 「相談」を漢字で書く 短答 71.6% 4.4% 61.2% 5.6% 

二（２） 「沿（って）」を漢字で書く 短答 55.8% 13.5% 63.6% 13.5% 

三 指示された述語に対応する主語を選択する 選択 55.6% 0.9% 40.3% 4.3% 

四 接続語を使って一文を二文にする 短答 31.1% 6.5% 47.3% 11.7% 

五 ことわざ「もちはもち屋」の適切な使い方を選択する 選択 83.0% 0.6% 81.6% 0.9% 

２ 

 一 適切な敬語を選択する 選択 92.4% 0.6% 91.1% 0.7% 

 二 

自分の立場を明らかにしたうえで，その立場とした理

由を三人の話し合いの中のいずれかの意見を取り上

げ，具体的に記述する 

記述 54.5% 3.4% 57.3% 2.7% 

３ 

 一 「関心」を漢字で書く 短答 40.2% 4.6% 33.7% 4.4% 

 二 【報告する文章】の構成を選択する 選択 75.3% 1.2%   

 三 
「調査内容と結果」に記されている２つの内容を取り

上げ，分かったことを要約する 
記述 40.5% 5.9%   

４ 
 一 

相関図で示された三人の登場人物の心情として適切

なものを選択する 
選択 76.0% 1.1%   

 二 文章の内容について説明したものを選択する 選択 82.4% 1.2%   

【成果と課題】 
・指示された述語に対応する主語を選択することに改善が見られます。 
・文脈に応じて，適切な敬語を選択することができています。 
・接続語を使って一文を二文にする問題に課題が見られます。 
・目的や意図に応じて，書かれている複数の内容を取り上げ，要約することに課
題が見られます。 
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（４）課題が見られる問題，課題の改善に向けた指導のポイント 

① 課題が見られる問題 

 ３三の設問 （正答率：40.5%）                                 

        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

            

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

② 解答類型 
問題 
番号 

解 答 類 型 正答 
正答率 
無解答率 

３ 三 （正答の条件） 

 次の条件を満たして解答している。 

① 「３ 調査内容と結果」の（１）と（２）の両方の内容を取り上げ 

て書いている。 

② 書き出しの言葉に続けて書いている。 
  

（正答例） 

・（今回の調査から，）私たちの日常生活の中で発生したプラスチック

ごみのうち，適切に処理されずに海に流れ出てしまったものが，海

のプラスチックごみとなり，それによって海で暮らす生き物たち

が傷ついたり，命を落としたりしていることが分かった。 

１ 条件①,②を満たして解答しているもの ◎ 40.5％ 

２ 条件①は満たしているが，条件②は満たしていないもの   

３ 

条件②は満たしているが，条件①は満たしていないもののう

ち，「３ 調査内容と結果」の（１）からのみ，分かったことに

ついて言葉や文を取り上げて書いているもの 

  

４ 

条件②は満たしているが，条件①は満たしていないもののう

ち，「３ 調査内容と結果」の（２）からのみ，分かったことに

ついて言葉や文を取り上げて書いているもの 

  

５ 

条件②は満たしているが，条件①は満たしていないもののう

ち，「１ はじめに」や，「４ 調査をもとに考えたこと」から，

言葉や文を取り上げて書いているもの 

  

９ 上記以外の解答   

０ 無解答  5.9％ 

 

③ 課題の改善に向けた指導のポイント  

    目的や意図に応じて文章から必要な情報を過不足なく読み取り，整理して書

くことができるよう指導する 

B 書くこと ウ 
【第５学年及び第６学年】 
・事実と感想，意見などとを区別するとともに，目的や意図に応じて簡単に書
いたり詳しく書いたりすること。 

 
C 読むこと イ 
【第 1 学年】 
・文章の中心的な部分と付加的な部分，事実と意見などとを読み分け，目的や 
必要に応じて要約したり要旨をとらえたりすること。 

指導に当たっては，文章を要約したり要旨を捉えたりする際に，目的や必要

に応じて情報を選択して整理することが大切です。そのためには，内容のまと

まりを捉えるとともに，中心的な部分と付加的な部分とを読み分け，内容を正

確に理解することが重要です。例えば，カードなどを活用して情報を整理し，

要約する学習活動も考えられます。 

 

 



 

④ 課題に対応したワークシート 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 



 

 
＊学校の先生方は，上記のワークシートを「授業改善サイクル支援ネット」から，検索キーワー

ド「情報」でダウンロードできます。 

 

 



 

⑤ 課題の改善に向けた授業例の紹介  

平成３０年度 全国学力・学習状況調査中学校の結果を踏まえた授業アイデア例 

   （国立教育政策研究所教育課程研究センター作成 より） 

 



 

２ 第２学年 

（１）平均正答率，平均無解答率及び領域別平均正答率 

平均正答率 
（平均正答数） 

平均 
無解答率 

領域別平均正答率 

話す・聞く 書く 読む 言語文化等 

60.8% 
(16 問中 9.7 問) 3.64% 64.6% 48.8% 64.6% 57.0% 

 

（２）正答数別分布グラフ（横軸：正答数，縦軸：生徒数） 

 

（３）各問題の正答率・無解答率 ※網掛けは，正答率が過去より 5 ポイント以上低い問題です。 

問題番号 問題概要 
問題 
形式 

令和２年度（今回） 過去の同一問題 

正答率 無解答率 正答率 無解答率 

１ 

一（１） 「音響」の読み 短答 89.3% 2.1% 85.0% 5.4% 

一（２） 「詳細」の読み 短答 82.3% 2.4% 80.4% 3.9% 

二（１） 「独創」を漢字で書く 短答 23.2% 11.3% 22.7% 10.5% 

二（２） 「営（む）」を漢字で書く 短答 81.3% 8.6% 86.7% 6.6% 

三 指示された述語に対応する主語を選択する 選択 34.8% 0.4% 37.0% 0.4% 

四 慣用句「白羽の矢が立つ」を完成させる 選択 42.7% 0.3% 51.9% 0.7% 

五 適切な敬語を選択する 選択 56.6% 0.3%   

六 行書の特徴を捉えた助言を選択する 選択 45.6% 0.6% 53.8% 1.0% 

２ 

 一 話し合いのメモの書き方の特徴を選択する 選択 66.5% 0.5% 69.7% 0.6% 

 二 
【メモの一部】を読み，話し合いにおいて必要な発言

を，実際に話すように記述する 
記述 62.7% 7.8% 63.7% 12.7% 

３ 

 一 
文章中の表現「落下するジェットコースターみたい

に・・・」の説明として適切なものを選択する 
選択 67.4% 0.5%   

 二 文章の内容について説明したものを選択する 選択 76.1% 0.7%   

 三 
文章中の描写や言葉を取り上げ，自分が感じたことや

考えたことをその理由とともに，具体的に記述する 
記述 51.7% 14.2%   

４ 

 一 【レポート】の構成を選択する 選択 64.9% 0.8%   

 二 
「南海トラフ地震が起こる仕組み」の図 A，図Ｂ，図

C の役割を選択する 
選択 81.8% 1.0%   

 三 

資料１から資料 3 のいずれか２つの内容について分

かったことと，今後どうしていく必要があると思うか

自分の考えを具体的に記述する 

記述 46.0% 6.8%   
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【成果と課題】 

・文脈に応じて，適切な敬語を選択することに改善が見られます。 

・指示された述語に対応する主語を選ぶことに課題が見られます。 

・適切な言葉を選択し，文脈にあった慣用句を完成させることに課題が見られ 

ます。 

・行書の基礎的な書き方に対する理解に課題が見られます。 

・複数の資料からわかったことと，それを基にした自分の考えを具体的に記述す

ることに課題が見られます。 

 

（４）課題が見られる問題，課題の改善に向けた指導のポイント 

① 課題が見られる問題 

 ４三の設問 （正答率：46.0%）                                 

        

 

 

 



 

 

 

② 解答類型 
問題 
番号 

解 答 類 型 正答 
正答率 
無解答率 

４ 三 （正答の条件） 

 次の条件を満たして解答している。 

① 資料１，資料２，資料３の中からいずれか二つ以上を選び， 

 で囲んでいる。 

② ①で選んだ資料の内容を関連付けて，アンケート調査結果から分 

かったことを具体的に書いている。 

③ アンケート調査結果から分かったことに対して，今後，どうして 

いく必要があると思うか，自分の考えを具体的に書いている。 

④ 「防災に関する意識調査から，」に適切に続くように書いている。 
  

（正答例） 

（防災に関する意識調査から，）資料１では，防災について家族で

話し合っている人は２年生の約６割であることが分かる。しかし，資

料２をみると，この６割のうち，家族との連絡方法や避難場所の確認

など，地震が起きた時にどうするのかについて話し合っている人は

多いが，家の中の危険場所の確認について話し合っている人は少な

いことが分かる。この結果から，日ごろから地震に備えて，家具の固

定や非常持ち出し品の準備など，家族で話し合うことが必要だと思

った。 

１ 条件①，②，③，④を満たして解答しているもの ◎ 46.0％ 

２ 
条件①，②，③を満たし，条件④を満たさないで解答してい

るもの 
  

３ 
条件①，②，④を満たし，条件③を満たさないで解答してい

るもの 
  

 

 



 

４ 
条件①，③，④を満たし，条件②を満たさないで解答してい

るもの 
  

５ 
条件②，③，④を満たし，条件①を満たさないで解答してい

るもの 
  

９ 上記以外の解答   

０ 無解答  6.8％ 

 

③ 課題の改善に向けた指導のポイント  

複数の資料から適切な情報を得て，それに対する自分の考えを具体的に書く

ことができるよう指導する 

B 書くこと ウ 

【第１学年】 

 ・伝えたい事実や事柄について，自分の考えや気持ちを根拠を明確にして書 

くこと。 

 

C 読むこと オ 

【第１学年】 

 ・文章に表れているものの見方や考え方をとらえ，自分のものの見方や考え 

方を広くすること。 

説得力がある文章にするためには，自分の考えを支える根拠を明確にして書

くように指導することが大切です。その際，自分の考えを支える根拠として，

複数の実例や専門的な立場からの知見などを示すように指導することも重要で

す。例えば，課題に沿って文章や図表などから必要な情報を根拠として取り出

して，自分の考えを書く学習活動などが考えられます。 

また，説明的な文章を読む際には，文章の構成や展開を捉え，内容を的確に

理解するように指導することが大切です。その際，生徒自身が目的意識をもっ

て文章を読み，必要な情報を整理することができるように指導を工夫すること

が大切です。文章に示されている書き手のものの見方や考え方を自分の考えと

対比したり置き換えたりして，読み手が自分の問題として捉えることができる

ように指導することも重要です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

④ 課題に対応したワークシート 

 

 



 

 

 

＊学校の先生方は，上記のワークシートを「授業改善サイクル支援ネット」から，検索キーワー

ド「資料」でダウンロードできます。 

 

 



 

⑤ 課題の改善に向けた授業例の紹介  

 

 

 



 

 

 

 

平成 31年度（令和元年度）全国学力・学習状況調査の結果を踏まえた授業アイデア例（小学校） 

（国立教育政策研究所教育課程研究センター作成 より） 



 

 

 

 

 



 

 

 

平成 31年度（令和元年度）全国学力・学習状況調査の結果を踏まえた授業アイデア例（中学校） 

（国立教育政策研究所教育課程研究センター作成 より） 



令和２年度第１回みえスタディ・チェックの結果（中学校数学） 

１ 第１学年 

（１）平均正答率，平均無解答率及び領域別平均正答率 

平均正答率 
（平均正答数） 

平均 
無解答率 

領域別平均正答率 

数と計算 量と測定 図形 数量関係 

53.0% 
(17 問中 9.0 問) 3.04% 51.0% 42.2% 68.7% 43.1% 

 

（２）正答数別分布グラフ（横軸：正答数，縦軸：生徒数） 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）各問題の正答率・無解答率 ※網掛けは，正答率が過去より 5 ポイント以上低い問題です。 
 

問題番号 問題概要 
問題 
形式 

令和２年度（今回） 過去の同一問題 

正答率 無解答率 正答率 無解答率 

1 

（１） 80-30÷5 を計算する 短答 79.8% 0.5% 63.5％ 1.3％ 

（２） 
四捨五入して一万の位までのがい数にしたと

き、20000 になる整数をすべて選択する 
選択 58.7% 0.7% 55.3％ 2.8％ 

（３） 

針金 0.4m で 6g となるとき，1m で何 g に

なるか，適切な数量関係を表す図と式を選択

する 

選択 66.1% 0.7% 62.5％ 2.0％ 

（４） 
こみぐあいを調べるための２つの式からわか

ることを選択する 
選択 63.5% 0.6% 61.6％ 0.8％ 

2 

（１） 

200 人の子どものうち，80 人の小学生の割

合を百分率で求める。また，それを求める式

を書く 

短答 12.9% 3.5%   

（２） 
100m を 20 秒で走る速さで，１時間走った

ときに進む道のりを求める 
短答 30.3% 4.4%   

（３） 
立方体の展開図を組み立て，色のついた面と

平行な面を選択する 
選択 84.5% 0.6% 85.0％ 0.8％ 

（４）① 線対称な形をすべて選択する 選択 47.7% 0.7% 48.7％ 0.4％ 

（４）② 点対称な形をすべて選択する 選択 64.5% 1.0% 71.5％ 0.7％ 

（５） 
示された柱状グラフの説明のうち，正しいも

のを選択する 
選択 65.0% 0.8% 73.4％ 1.3％ 
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3 

 

（１） 示された図形のうち台形を２つ選択する 選択 84.4% 0.5% 92.5％ 0.1％ 

（２） 
２つの合同な台形の同じ長さの辺どうしを合

わせてできる形をすべて選択する 
選択 62.4% 0.8% 59.9％ 0.4％ 

（３） 

示された形の面積を求める式のうち，「20－

４」の「20」と「４」がどのような図形の面

積を表しているのか説明する 

記述 37.7% 8.4% 40.1％ 6.4％ 

4 

（１） 
グラフからわかる２つのメモがそれぞれ何に

着目して書かれたものかを説明する 
記述 32.2% 15.0% 18.1％ 19.8％ 

（２） 
人数のグラフ(棒グラフ)と割合のグラフ(帯

グラフ)の説明として適切な語句を選択する 
選択 32.4% 1.4% 21.1％ 0.8％ 

5 

（１） 

直方体の３辺の合計（縦・横・高さ）を求め

る。また，３辺の合計から適する荷物サイズ

を表から選択する 

短答 55.1% 3.4%   

（２） 

与えられた条件に適する荷物サイズの送料を

求める。また、その送料をどのようにして求

めたのかを説明する 

記述 24.2% 8.6%   

  
【成果と課題】 

  ・四則の混合した計算や，メモとグラフを関連付けて判断する問題で，改善が
見られました。 

・割合を百分率で求めることや，その百分率を求める式を書く問題で課題が見
られました。 

・条件に対応して表を読み，示されたきまりを基に判断して，その考えを説明
する問題で課題が見られました。 

・「点対称を選択する問題」や「台形を選択する問題」について，改善が進んで

いません。 
 

（４）課題が見られる問題、課題の改善に向けた指導のポイント 

① 課題が見られる問題 

 ２（１）の設問 （正答率：12.9 %）                             

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



② 解答類型 

問題 

番号 
解 答 類 型 正答 

正答率 

無解答率 

２ (１)  答え 式   

１ 

40 と解答 

80÷200×100 

または 80/200×100 

と解答しているもの 

◎ 12.9% 

２  80÷200 と解答しているもの   

３  上記以外の解答   

４  無解答   

５ 0.4 と解答 80÷200 と解答しているもの   

６ 2.5 と解答 200÷80 と解答しているもの   

９ 上記以外の解答   

０ 無解答  3.5% 

 

③ 課題の改善に向けた指導のポイント  

百分率による割合の表し方を理解し，百分率を求めたり，用いたりするこ

とができるように指導する 

Ｃ 変化と関係  

【第５学年】 （３）割合 

 二つの数量の関係に関わる数学的活動を通して，次の事項を身に付けること

ができるよう指導する。 

 ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 

 （イ）百分率を用いた表し方を理解し，割合などを求めること。 

指導に当たっては，基準量を１として，比較量を割合として小数で表すこと

で，資料の全体と部分，あるいは，部分と部分の関係どうしを比べる場合があ

ることを理解し，そのような比べ方ができるようにします。 

また，割合が小数で表されるとき，割合をなるべく整数で表すために，基準

量を 100 として，それに対する割合で表す方法として百分率を指導します。 

その際，百分率が日常生活の中で用いられている割合の便利な表現であるこ

とに気付くことができるように配慮します。実際の問題の場面などでは，必要

に応じて電卓等を用いて，適切に処理できるように配慮することも望ましいで

す。 

日常の生活では，百分率は，「バスに定員の 80％の人が乗っている。」，「定

価の 20％引きで買った。」というような確定的な事象の関係を表すことに用い

られます。また，天気予報などで「明日の降水確率は 20％である。」というよ

うに不確定な事象に関して用いられることもあります。他にも、打率やシュー

ト率，勝率など「どちらの方が上手なのだろうか」と割合を用いて比べること

があります。このような割合を用いて比べる場面を設定し，割合を用いた比べ

方を日常生活に生かすことができるように指導することも大切です。 

 

 

 



④ 課題に対応したワークシート 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊学校の先生方は、上記のワークシートを「授業改善サイクル支援ネット」から、検索キーワー

ド「比べ方」でダウンロードできます。 



２ 第２学年 

（１）平均正答率，平均無解答率及び領域別平均正答率 

平均正答率 
（平均正答数） 

平均 
無解答率 

領域別平均正答率 

数と式 図形 関数 資料の活用 

44.7% 
(18 問中 8.1 問) 10.72% 55.4% 37.6% 39.1% 37.0% 

 

（２）正答数別分布グラフ（横軸：正答数，縦軸：生徒数） 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）各問題の正答率・無解答率 ※網掛けは，正答率が過去より 5 ポイント以上低い問題です。 

問題番号 問題概要 
問題 
形式 

令和２年度（今回） 過去の同一問題 

正答率 無解答率 正答率 無解答率 

1 

（１） 2+8×(-6)を計算する 短答 77.4% 0.9% 76.0％ 1.0％ 

（２） 
正の整数どうしの計算結果が正の整数にならない

ものを選択する 
選択 57.6% 0.7% 59.9％ 0.1％ 

（３） 30 を素因数分解する 短答 48.7% 12.8%   

（４） 
移項できる理由を等式の性質を用いて適切に説明

しているもの選択する 
選択 65.1% 1.2% 63.3％ 0.5％ 

（５） 
「水の深さが 120cm 以下である」を不等号を用い

て表す 
短答 41.2% 9.3% 45.9％ 10.7％ 

（６） 
560 円は 3500 円の何％にあたるかを求める式を

書く 
短答 10.4% 21.4% 14.5％ 22.1％ 

2 

（１） 

「年齢を決めると，それにともなって入場料がただ

１つ決まる」ことを「…は…の関数である」の形で

表す。 

短答 29.8% 13.3% 29.4％ 17.2％ 

（２） 
比例のグラフで x の変域がわかっているとき y の

変域を求める 
短答 44.5% 11.8% 49.9％ 15.6％ 

（３） 表から反比例の比例定数を求める 短答 43.0% 15.9% 36.9％ 17.9％ 

（４） 直方体のある辺に垂直な面を求める 短答 42.2% 1.8% 46.9％ 1.8％ 

（５） 
底面が合同で高さが等しい円錐の体積と円柱の体

積を比較し，正しい図を選択する 
選択 42.8% 2.8% 36.1％ 0.6％ 

3 

（１） 
碁石の数を求める式（４（ｎ－１））を表す図を選

択する 
選択 65.8% 2.4%   

（２） 

碁石の数を求める式が(４ｎ－４)という式で求め

られる理由を参考にして，（４（ｎ－２）＋４）とい

う式で求められる理由を説明する 

記述 32.1% 25.9%   
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4 

（１） 
垂線の作図に利用されている対称な図形の性質に

ついて適切なものを選択する 
選択 55.8% 1.8% 66.1％ 1.0％ 

（２） 
45°の作図の方法を説明した文の空欄に適切な語

句をあてはめる 
短答 23.8% 10.2% 38.1％ 9.5％ 

（３） 30°の作図の方法を説明する 記述 23.4% 26.8%   

5 

（１） 該当する階級の度数を求める 短答 79.2% 5.6%   

（２） 
平均値を用いることが適切でない理由をヒストグ

ラムの特徴をもとに説明する 
記述 21.3% 28.2%   

  
 【成果と課題】 
  ・「表から反比例の比例定数を求める問題」や「文字式が表す図を選択する問題」

で改善が見られました。 

・割合を百分率で表す式を書く問題で課題が見られました。 
・角の作図の問題で課題が見られました。 
・資料の傾向を的確に捉え，判断の理由を説明する問題で課題が見られました。 

 

（４）課題が見られる問題，課題の改善に向けた指導のポイント 

① 課題が見られる問題 

 ５（２）の設問 （正答率：21.3 %）                         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



② 解答類型 

問題 

番号 
解 答 類 型 正答 

正答率 

無解答率 

５ (2) (正答の条件） 

 次の（a），（c）または（b），（c）について記述しているもの。 

（a） １日あたりに利用した生徒数である 29 人が，山の頂上の位

置にないこと。 

（b） １日あたりに利用した生徒数である 29 人が，度数が最大で

ある階級に含まれていないこと。 

（c） １日に 29 人ぐらいの生徒が利用した日が多かったといえそ

うだ，という考えは適切ではないこと。 

  

(正答例) 

例１ １日あたりに利用した生徒数である 29 人は山の頂上の位置

にないので，１日に 29 人ぐらいの生徒が利用した日が多かっ

たというのは適切ではない。 

例２ 度数が最大となる階級は 35 人以上 40 人未満の階級である

ので，１日に 29 人ぐらいの生徒が利用した日が多かったとい

うのは適切ではない。 

例３ １日あたりに利用した生徒数である 29 人は，度数が最大と

なる階級ではないので，１日に 29 人ぐらいの生徒が利用した

日が多かったというのは適切ではない。 

  

１ 

（a），（c）について記述しているもの。 ◎ 

21.3% 

（b），（c）について記述しているもの。 ◎ 
（a）のみ，または，（b）のみを記述しているもの。 

例１  １日あたりに利用した生徒数である 29 人は山の頂上の

位置にないから。 

例２ 度数が最大となる階級は 35 人以上 40 人未満の階級で

あるから。 

例３ １日あたりに利用した生徒数である 29 人は，度数が最

大となる階級ではないから。 

〇 

２ 
（a）について形状のみを記述しているもの。(（c）に関する

記述がないものを含む。) 

  

３ 
（b）について度数の大小のみを記述しているもの。(（c）に

関する記述がないものを含む。) 

  

４ （c）のみを記述しているもの。   

５ 
上記以外で，ヒストグラムから読み取れることを記述してい

るもの。(（c）に関する記述がないものを含む。) 

  

６ 
ヒストグラムについての読み取りを誤って記述しているも

の。(（c）に関する記述がないものを含む。) 

  

９ 上記以外の解答  37.5% 

０ 無解答  28.2% 

 

 

 

 

 

 

 



③ 課題の改善に向けた指導のポイント  

代表値の必要性や意味を理解し，資料の傾向をとらえ説明できるように指導

する。 

D 資料の活用 

【第１学年】 

 目的に応じて情報を収集し，コンピュータを用いたりするなどして表やグラ

フに整理し，代表値や資料の散らばりに着目してその資料の傾向を読み取るこ

とができるようにする。 

 イ ヒストグラムや代表値を用いて資料の傾向をとらえ説明すること。 

指導に当たっては，資料の傾向をとらえ，分布が非対称であったり，極端に

かけ離れた値があったりすると，平均値はその値に強く影響を受けるので代表

値としてふさわしくない場合には，中央値や最頻値を用いるように指導しま

す。また，代表値を用いる場合は，資料の特徴や代表値を用いる目的を明らか

にし，どのような代表値を用いるべきか判断できるようにします。 

ヒストグラムや代表値は，それ自体を作ったり求めたりすることが目的なの

ではなく，それらを用いて資料の傾向を読み取ることができてこそ意味があり

ます。 

指導に当たっては，日常生活を題材とした問題などを取り上げ，それを解決

するため必要な資料を収集し，コンピュータなどを利用してヒストグラムを作

成したり代表値を求めたりして資料の傾向をとらえ，その結果を基に説明する

という一連の活動を経験できるようにすることが重要です。 

また，何を根拠にして資料の傾向をとらえ説明しているのかを明らかにする

ことも大切です。そのために，説明し伝え合う活動を通して，同じ資料から

様々な解釈ができることを知り，お互いの説明やその根拠とする事柄について

理解を深めることも考えられます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



④ 課題に対応したワークシート 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊学校の先生方は、上記のワークシートを「授業改善サイクル支援ネット」から、検索キーワー

ド「資料の傾向」でダウンロードできます。 



⑤ 課題の改善に向けた授業例の紹介 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 31年度（令和元年度）全国学力・学習状況調査の結果を踏まえた授業アイデア例（中学校） 

（国立教育政策研究所教育課程研究センター作成 より） 



令和２年度第１回みえスタディ・チェックの結果（中学校理科） 

１ 第１学年 

（１）平均正答率，平均無解答率及び領域別平均正答率 

平均正答率 
（平均正答数） 

平均 
無解答率 

領域別平均正答率 

物質 エネルギー 生命 地球 

48.1% 
(20 問中 9.6 問) 4.34% 58.0% 51.8% 42.7% 39.4% 

 

（２）正答数別分布グラフ（横軸：正答数，縦軸：生徒数） 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（３）各問題の正答率・無解答率 ※網掛けは，正答率が過去より 5 ポイント以上低い問題です。 

問題番号 問題概要 
問題 
形式 

令和２年度（今回） 過去の同一問題 

正答率 無解答率 正答率 無解答率 

1 

（１） 
振り子が１往復する時間とふれはばの関係を調べ

る実験方法を選択する 
選択 65.2% 0.6%   

（２） 振り子が１往復する平均の時間を求める 短答 34.0% 4.0% 17.6% 6.9% 

（３） 振り子が１往復する時間を決める条件を書く 短答 50.9% 4.6%   

（４） 振り子時計の調整の仕方を選択する 選択 52.2% 1.1% 59.8% 0.7% 

（５） 
金属の熱膨張を示すグラフから，振り子時計の軸

にふさわしい金属を選択し，その理由を記述する 
記述 56.8% 2.6% 62.3% 0.9% 

2 

（１） 「メスシリンダー」の名称を書く 短答 50.9% 12.1% 35.4% 18.2% 

（２） 
400ｍL の水に 12g の食塩を溶かして 408mL に

なった食塩水の重さを選択する 
選択 35.6% 0.7% 38.4% 1.2% 

（３） 実験前の予想が正しかった場合の結果を選択する 選択 67.9% 0.7%   

（４） 水に溶けている食塩の様子を選択する 選択 83.8% 0.8%   

（５） 課題に対応した考察になるように考察を書き直す 記述 53.3% 10.4% 32.9％ 10.1％ 

3 

（１） 
葉のデンプンの有無を調べる実験について，温め

たエタノールに葉を入れる理由を選択する 
選択 59.1% 0.9%   

（２） 
葉のデンプンの有無を調べる実験結果から，考察

としてより適切なものを選択する 
選択 42.0% 0.9%   

（３） 気体検知管の適切な操作方法を選択する 選択 30.8% 1.3%   

（４） 植物の光合成で出入りする気体を記述する 記述 39.0% 8.1%   

（５） 植物の葉などから水蒸気が出る働きの名称を書く 短答 42.7% 11.6%   
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4 

（１） 流れる水が地面を削る働きの名称を書く 短答 38.3% 20.6%   

（２） 
一度に流す水の量と地面を削る働きの関係を示し

たものを選択する 
選択 51.6% 1.3%   

5 

（１） 方位磁針の適切な操作方法を選択する 選択 41.3% 1.4%   

（２） 
「影の観察記録」を基に，木の影の長さの変化を

表したグラフを選択する 
選択 28.7% 1.6% 53.5% 5.4% 

（３） 
影の向きと太陽の位置との関係を活用し，特定の

時刻に直射日光が入る窓の方位を選択する 
選択 37.0% 1.3% 37.2% 1.2% 

  
【成果と課題】 

・食塩水の蒸発について，課題に対応した考察になるように考察を書き直す設問

において，平成 30 年度全国学調より＋20.4 ポイント改善されました。 

・「水に食塩を溶かしたときの食塩水の重さ」について，物を水に溶かしても全体

の重さは変わらないことを，食塩を溶かして体積が増えた食塩水に適用するこ

とができておらず，物質が水に溶けたときの質量保存についての理解に課題が

見られます。 

・「メスシリンダーの名称」や「方位磁針の適切な操作方法」など，観察，実験に

必要な器具や機器の名称や適切な操作方法についての理解に課題が見られます。 

・レポートの内容を基に，実験結果をまとめたグラフを選択する設問において、

レポートから状況を捉え、それを表すグラフについて分析することに課題が見

られます。 

 

（４）課題が見られる問題，課題の改善に向けた指導のポイント 

① 課題が見られる問題 

 ２(2)の設問 （正答率：35.6%）                          

 
 

 

 



② 解答類型 
問題 
番号 

解 答 類 型 正答 
正答率 
無解答率 

２ (2) １ ウ と解答しているもの ◎ 35.6％ 

９ 上記以外の解答   

０ 無解答  0.7％ 

 

③ 課題の改善に向けた指導のポイント  

視覚的に捉えることができない水に溶けた物などを，絵や図等を用いて表現

する活動を設定し，質的・実体的な見方ができるよう指導する。 

【第５学年】 

A 物質・エネルギー 

（１） 物の溶け方 ア 

  （ア）物が水に溶けても，水と物とを合わせた重さは変わらないこと 

指導に当たっては，物が水に溶けてもなくならず，水と物とを合わせた重さ

は変わらないという「粒子の保存性」について捉えられるようにすることが大

切です。 

例えば，水に溶けて視覚で捉えることができなくなった物の行方について調

べる学習場面を設定し，物が水に溶ける量や全体の量に着目して，溶かす前の

物の重さに水の重さを加えた全体の重さと，溶かした後の水溶液の重さの変化

を比較しながら調べることが考えられます。その際，物が水に溶ける様子を絵

や図等を用いて表現することで質的・実体的な視点で捉えることができるよう

にすることが考えらます。 

また，物が水に溶ける量や様子に着目して，水の温度や量などの条件を制御

しながら，物の溶け方の規則性を調べることが考えられます。その際、物の溶

け方の規則性についての理解を図り，観察，実験などに関する技能を身に付け

るとともに，主に予想や仮説を基に，解決の方法を発想する力や主体的に問題

解決しようとする態度を育成することが大切です。 

  



④ 課題に対応したワークシート 

 

  



 
＊学校の先生方は，上記のワークシートを「授業改善サイクル支援ネット」から，検索キーワー

ド「水にとけた物のゆくえ」でダウンロードできます。  



２ 第２学年 

（１）平均正答率，平均無解答率及び領域別平均正答率 

平均正答率 
（平均正答数） 

平均 
無解答率 

領域別平均正答率 

物理的領域 科学的領域 生物的領域 地学的領域 

43.1% 
(20 問中 8.6 問) 7.98% 35.0% 42.2% 47.7% 42.9% 

 

（２）正答数別分布グラフ（横軸：正答数，縦軸：生徒数） 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

（３）各問題の正答率・無解答率 ※網掛けは，正答率が過去より 5 ポイント以上低い問題です。 

問題番号 問題概要 
問題 
形式 

令和２年度（今回） 過去の同一問題 

正答率 無解答率 正答率 無解答率 

1 

（１） 力がはたらく面積と圧力との関係を選択する 選択 90.0% 0.6%   

（２） 力がはたらく面積と質量から圧力を求める 短答 12.9% 15.3%   

（３） 
圧力と力がはたらく面積から求められる質量を

選択する 
選択 10.6% 1.0%   

2 
（１） 屈折した光の道すじを作図する 記述 15.2% 10.4% 23.8% 10.3% 

（２） 光の屈折によって起こる現象を 2 つ選択する 選択 46.5% 1.2% 45.9% 1.0% 

3 

（１） 「沸騰石」の名称を書く 短答 78.1% 4.4%   

（２） 実験を計画する際の変えない条件を選択する 選択 42.5% 1.4%   

（３） 
質量パーセント濃度の組み合わせとして適切な

ものを選択する 
選択 44.8% 4.4%   

（４） 
実験結果のグラフから食塩水の濃度と沸点の関

係について適切に説明したものを選択する 
選択 50.5% 2.2%   

（５） 実験結果から新たな疑問を見出して記述する 記述 17.4% 29.5%   

4 

（１） 「胚珠」の名称を書く 短答 34.8% 5.4%   

（２） 
単子葉類の維管束の並び方，根のつくりの組み合

わせを選択する 
選択 54.5% 1.3%   

（３） 
変える条件とそれに伴って変わってしまう条件

を書く 
短答 44.0% 10.9%   

5 
（１） 植物の葉などから水蒸気が出る働きの名称を書く 選択 86.0% 1.1% 76.9% 1.1% 

（２） 水蒸気量が増加した，蒸散以外の原因を記述する 記述 19.5% 24.0% 21.5% 27.1% 
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（１） 「初期微動継続時間」の名称を書く 短答 54.2% 13.0% 51.4% 14.9% 

（２） 震源からの距離を求める方法を選択する 選択 43.8% 1.7% 43.8% 2.2% 

（３） 震源からの距離を選択する 選択 43.5% 2.3% 38.8% 3.4% 

（４） Ｓ波が到達するまでにかかる時間を選択する 選択 35.4% 3.1% 34.3% 4.0% 

（５） 
緊急地震速報をより早く発表するための方法を

「P 波」「地震計」という言葉を使って記述する 
記述 37.4% 26.3% 31.9% 33.9% 

   
【成果と課題】 

・「植物の葉などから水蒸気が出る働き」について，平成 31 年度第１回みえスタ

ディ・チェックより＋9.1 ポイント改善されました。 

・圧力を求める式を活用し，力がはたらく面積と力の大きさから圧力を求めたり，

力がはたらく面積と圧力から力の大きさを求めたりする設問において、力がは

たらく面積と質量、圧力の関係を理解して計算することについて課題が見られ

ます。 

・屈折した光の道すじを作図する設問において，光が水やガラスなどの物質の境

界面で屈折するときの幾何光学的な規則性への理解に課題が見られます。 

・密閉した容器の中で水蒸気量が増加した，植物の蒸散以外の原因を指摘する設

問において，「変える条件」に伴って変化する「変わってしまう条件」を指摘す

ることに課題が見られます。 

 

（４）課題が見られる問題，課題の改善に向けた指導のポイント 

① 課題が見られる問題 

 3(3)の設問 （正答率：44.8%）                          

 

 



② 解答類型 

問題 
番号 

解 答 類 型 正答 
正答率 
無解答率 

３ (3) １ ウ と解答しているもの ◎ 44.8％ 

９ 上記以外の解答   

０ 無解答  4.4％ 

 

③ 課題の改善に向けた指導のポイント  

水溶液の溶質と溶媒の質量から質量パーセント濃度を求めることができる

よう，式の持つ意味を理解して計算できるよう指導する。 

第 1 分野 （2）身のまわりの物質 

イ 水溶液 

（ア）物質の溶解 

物質が水に溶ける様子の観察を行い，水溶液の中では溶質が均一に分

散していることを見いだすこと。 

水溶液の濃度を量的に扱うことは，化学変化における粒子の基本的な見方や

概念を形成する上で大切です。 

指導に当たっては，小学校第 5 学年で学習する，物質が水に溶けても，物質

と水のそれぞれの質量が保存されることをもとに，水溶液の濃度を溶質と溶媒

の質量から質量パーセント濃度で表す学習場面を設定し，式の持つ意味を理解

して計算することをとおして，その関係を理解できるようにすることが考えら

れます。 

また，特定の質量パーセント濃度の水溶液が必要な状況で，生徒が水溶液の

質量と溶媒の質量を計算し，実際に水溶液を作る学習場面を設定することが考

えられます。その際，つくった水溶液が特定の質量パーセント濃度であるか，

溶液と溶媒の割合の関係を視覚的に捉えることができるようにするために，小

学校算数科の学習で使われている線分図やテープ図を利用することが考えられ

ます。 

さらに，身近な飲み物や即席みそ汁などの食品の栄養成分表示を例に，実際

に含まれる食塩の質量パーセント濃度を求める学習する場面を設定し，理科を

学ぶ意義や有用性を実感させ，質量パーセント濃度について理解を深めるよう

にすることが考えられます。 

  



④ 課題に対応したワークシート 

 
 

 



 
＊学校の先生方は，上記のワークシートを「授業改善サイクル支援ネット」から，検索キーワー

ド「質量パーセント濃度」でダウンロードできます。 

 



⑤ 課題の改善に向けた授業例の紹介  

  

 
平成 30 年度 全国学力・学習状況調査 報告書 中学校 理科より 

 


